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公益社団法⼈ ⽇本PTA全国協議会
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はじめに – この調査の⽬的について –

• 今年度（令和３年度）のブロック研究⼤会の多くは、新型コロナウイルスの感染拡⼤等
の影響を受け、当初計画から開催⽅法の変更を余儀なくされました。
• 開催⽅法の変更にあたっては、それぞれの実⾏委員会が創意⼯夫を凝らして、現状可能
な中で最⼤の効果が得られるように考えた形式であったと考えます。
• そこで考えられた⼿法は、コロナ禍における緊急避難的な対応という側⾯だけではなく、オ
ンラインの積極的な活⽤によって広くPTA会員が参加することが可能となるなど、今後のブ
ロック研究⼤会のヒントとなる点も多いと考えられます。
• 今年度の各ブロック研究⼤会を貴重な財産として、その理念や⼿法を全国の地⽅協議
会に紹介することで、次年度以降のブロック研究⼤会等に活かされるものと考え、以下にと
りまとめます。
※九州ブロック研究⼤会は全国⼤会と合わせての開催のため、本調査対象からは除外しています。

調査研究推進室⻑ 宮本 隆司
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北海道ブロックの概要（担当︓北海道）

当初計画 変更後

開催⽇時 令和3年10⽉9⽇
令和3年10⽉9⽇（教育講演会）
令和3年10⽉17⽇〜12⽉19⽇

（実践事例発表）

会場 北海道岩⾒沢市 イベントホール⾚レンガ
他

札幌市教育⽂化会館（教育講演会）
札幌市教育⽂化会館、各発表校（実践

事例発表）
開催形式 リアル開催 オンライン形式
参加者数 900⼈ ー
参加費 4,500円 なし
広報媒体 各地区からの⽂章配布・HP掲載
研究⼤会としては中⽌し、「北海道ブロック教育講演会」「北海道の特⾊ある実践事例発表」として開催
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北海道ブロックのオンライン形式の詳細

分科会 全体会

YouTube

研究⼤会が中⽌となったため、分科会提⾔校に
おいては新たに「北海道の特⾊ある実践事例発
表」という形で事前収録を⾏い、オンライン配信と
して実施

なし
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東北ブロックの概要（担当︓岩⼿県）

当初計画 変更後
開催⽇時 令和３年９⽉４⽇(⼟)〜５⽇(⽇) 令和３年９⽉４⽇(⼟)

会場 盛岡地域交流センター、いわて県⺠情報
交流センター

盛岡地域交流センターから全体会を配信、
その他、東北各地で収録

開催形式 リアル開催 オンライン形式
参加者数 1,800⼈ 957⼈
参加費 3,500円 2,000円
広報媒体 紙媒体（⼀次案内、⼆次案内）、岩⼿県PTA連合会HP
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東北ブロックのオンライン形式の詳細
分科会 全体会

リアルタイム︓Zoomウェビナー、Zoomミーティング
後⽇配信︓Vimeo

リアルタイム︓Zoomウェビナー
後⽇配信︓Vimeo

• 分科会の内容は基調講演とパネルディスカッション
で、講師とパネリストはそれぞれ東北各地からリ
モート参加

• 全４分科会のうち、１つの分科会をZoomウェビ
ナーで当⽇リアル配信すると同時に収録

• あとの３分科会は、Zoomミーティングで⼤会当
⽇収録

• 後⽇、委託業者が編集して全４分科会をWeb
上に公開（１か⽉間）

• Zoomウェビナーで当⽇リアル配信すると同時に収録
• 委託業者が編集し、後⽇、分科会とともにWeb上に公開（１か⽉
間）

• 登壇予定者は、それぞれ東北各地からリモート参加
• 開会のことば
• 主催者あいさつ
• ⼤会宣⾔
• 次期開催地あいさつ
• 閉会のことば

• 国歌とPTAの歌、次期開催地のPRビデオはZoomのホストが映像を
流した
• PTAの歌は事前に⽇P事務局から⼊⼿
• PRビデオも事前に次期⼤会事務局から送ってもらった

• ⽇P清⽔会⻑と県知事の祝辞は事前収録ビデオメッセージを流した
• 時間短縮のために⼀部割愛
市⻑の歓迎のことば、来賓紹介と祝電披露、感謝状と表彰状の
贈呈、受賞者代表謝辞
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関東ブロックの概要（担当︓埼⽟県）

当初計画 変更後

開催⽇時
分科会︓令和3年10⽉15⽇(⾦)

13:00〜16:30
全体会︓令和3年10⽉16⽇(⼟)

9:20〜13:00

分科会︓埼⽟県内6か所の会場で収録
全体会︓令和3年10⽉16⽇(⼟)

10:00〜13:00

会場 分科会︓埼⽟県内6か所の会場
全体会︓さいたま市⽂化センター 全体会︓さいたま市⽂化センター

開催形式 リアル開催 オンライン形式
参加者数 2,000⼈ ー
参加費 4,000円 2,000円
広報媒体 埼⽟県PTA連合会ホームページ・チラシ
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関東ブロックのオンライン形式の詳細

分科会 全体会

Vimeo Vimeo

第1〜第６分科会︓事例発表、講師講演 録画
収録

令和4年1⽉14⽇まで後⽇配信(会員向けパスワー
ドをチラシに載せ配付)

ライブ配信
会場参加者︓各協議会から5名まで・表彰受賞者
【開会】
・⼤会宣⾔
・記念講演
・表彰
・次年度引き継ぎ
【閉会】

後⽇配信では映像に⽂字⼊⼒
令和4年1⽉14⽇まで後⽇配信(会員向けパスワー
ドをチラシに載せ配付)
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当初計画 変更後
開催⽇時 令和３年10⽉22⽇〜23⽇ 令和３年10⽉22⽇〜令和４年2⽉20⽇
会場 ⻑良川国際会議場 ⻑良川国際会議場

開催形式 現地参加＋全体会記念講演のみストリーミ
ング配信

当⽇全体会ライブ＋分科会はオンデマンド
配信

参加者数 1260（例年の半数）＋オンライン視聴者
多数 ブロック内の会員を対象に告知

参加費 3500円 協⼒⾦（分担⾦）1000円（リアル参加
者数を基準に算出）

広報媒体 書⾯＋WEB 告知（配信開始1ヶ⽉後に⼤会ダイジェスト版動画を作成してブースター広
報）

東海北陸ブロックの概要（担当︓岐⾩県）
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東海北陸ブロックのオンライン形式の詳細

分科会 全体会

YouTube YouTube

•発表校、講評、分科会講演会の全てを事前収録
し、23⽇全体会のライブ配信終了後よりオンデマン
ド配信
•発表校は各学校で撮影編集後、配信⽤の動画と
して⼤会事務局へ提出
•講評と分科会講演は、事前に撮影と編集を地元
ケーブルテレビ局へ依頼
• 最終的に出来上がった動画を岐⾩県P連で取りま
とめYouTube上で配信準備
• 岐⾩県Ｐ連Webサイト、ぎふ⼤会ページにて配信

• 全体会の撮影と配信は地元ケーブル局に依頼し、定刻どおりにライブ
で配信した

• ⼤会の会場は当初の予定通り⻑良川国際会議場を使⽤したが、
客席での観覧は⼀切なく舞台をスタジオ化してオンライン視聴者向け
に特化した形で開催配信

• 式典はステージ上に役員席などを設けず、司会ブース、登壇ブースを
設けて、カメラの切替で移動時間を省略

• 国歌演奏、PTAの歌演奏は、地元中学校吹奏楽部に演奏を依頼
し、事前収録して当⽇配信

• 記念講演は事前収録したものをケーブル局の放送センターから配信
• 講演会は別に設けたライブ配信閲覧コーナーで視聴（会場スタッ
フ）

• 会場に集まったのは各県市の会⻑と事務局、功労者表彰の被表彰
者（代表者受領者のみ）、⼤会実⾏委員会のメンバー（当⽇の
⼤会運営に必要な最⼩限のメンバー）

• 今⼤会の動画配信は、岐⾩県PTA連合会のWebサイトよりパス
ワード付ページで配信
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近畿ブロックの概要（担当︓⼤阪市）

当初計画 変更後

開催⽇時 令和3年11⽉9⽇（⽕）
10:30〜16:00

分科会︓令和3年11⽉6⽇（⼟）
10:30〜16:00

全体会︓令和3年11⽉7⽇（⽇）
13:00〜16:00

会場 ⼤阪国際会議場（グランキューブ⼤阪） 全体会︓リーガロイヤルホテル（⼤阪）

開催形式 リアル開催＋補完的にライブ配信（全体
会）、収録動画の後⽇配信（分科会） オンライン形式

参加者数 2,500⼈ ー

参加費 3,000円 参加費無料
各協議会の協⼒⾦ 各50,000円

広報媒体 Webサイト、LINE公式アカウント、チラシ
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近畿ブロックのオンライン形式の詳細

分科会 全体会

リアルタイム︓Zoom、後⽇配信︓YouTube YouTube（当⽇のリモート参加︓Zoom可）
Zoomによりリモート会議形式でリアルタイムに参加。
・第１〜第５分科会︓事例発表（同時開催）
・第６分科会︓講演会
・参加体験型分科会︓謎解きイベント

参加体験型はグループで参加し、課題に取り組む。
参加申し込みは、参加体験型以外は協議会でのと
りまとめを⾏わず、個⼈が申込サイトから申し込むこと
とした。

Zoomのミーティングをレコーディングし、11/13〜30
に後⽇配信（YouTube）

YouTubeによるライブ配信（会場に来れない表彰者やいくつかの
パブリックビューイング会場等からのZoom参加も可能）
会場参加者︓各協議会の理事・代表委員・事務局、表彰受賞
者、来賓（計151⼈）
アトラクション︓⼤阪ジュニアバンドの演奏動画を上映
・開会式
・表彰式
・⼤会宣⾔決議
・記念講演
・次年度引き継ぎ
⼿話通訳あり
配信⽤に実況アナウンサーを配置
アーカイブ配信は記念講演の講師との関係から当⽇の20:00まで
フルバージョンを配信
記念講演部分をカットして分科会の動画とともに後⽇配信
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中国ブロックの概要（担当︓島根県）

当初計画 変更後

開催⽇時 令和３年11⽉6⽇（⼟）
12:45〜16:40

令和３年11⽉6⽇（⼟）
12:45〜16:40

会場 島根県芸術⽂化センター 「グラントワ」 島根県芸術⽂化センター 「グラントワ」

開催形式 リアル開催（開催地︓島根県内PTA会
員）＋オンライン形式

リアル開催（開催地︓益⽥市内PTA会
員）＋オンライン形式

参加者数 1,500⼈ 1,500⼈
参加費 2,000円 2,000円
広報媒体 Webサイト、チラシ（通常時の案内と同じ）
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中国ブロックのオンライン形式の詳細
分科会 全体会

YouTube

なし

YouTubeによるオンライン（個⼈参加およびパブリック
ビューイング会場等から参加）
会場参加者︓各協議会の理事・代表委員・事務局、表
彰受賞者、来賓、益⽥市内PTA会員（約100⼈）
12:30〜12:45［55分］ 受付
12:45〜13:45［55分］ 開会式（表彰）
13:45〜14:45［60分］ 実践発表
14:45〜15:00［15分］ 次回開催PR（動画）
15:00〜16:30［90分］ 記念講演
16:30〜16:40［10分］ 閉会式
⼿話通訳あり
当初アーカイブ配信を予定していましたが、講演者の資料
に著作権に触れる映像・⾳楽があったため、全てのアーカイ
ブ配信を中⽌とした。
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四国ブロックの概要（担当︓⾼知県）

当初計画 変更後

開催⽇時 令和３年11⽉13⽇（⼟）
12:00〜16:55

令和３年11⽉13⽇（⼟）
12:00〜16:55

会場 ⾼知県⽴県⺠⽂化ホール ⾼知県⽴県⺠⽂化ホール

開催形式 リアル開催（⾼知県のみ）＋
ライブ配信（各県にサテライト会場設置）

リアル開催（⾼知県のみ）＋
ライブ配信

参加者数 800⼈ 800⼈
参加費 2,000円 2,000円
広報媒体 チラシ
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（注）調査票の提出時には「当初計画」のまま変更なしとしていたが、より詳細に変化がわかるように、ライブ配信の視聴形態の変更を計画変更
として反映した。（P27〜の座談会以降に変更したため、座談会の動画コンテンツで画⾯共有した資料とは異なる。）



四国ブロックのオンライン形式の詳細
分科会 全体会

YouTube

なし

YouTubeによるライブ配信（⾼知県以外の参加者
にURLの通知）
会場参加者︓PTA会員、四国ブロック協議会会⻑
（⾼知県）、実⾏委員⻑、共催者、表彰受賞者、
来賓（計252⼈）
・開会式
・表彰式
・記念講演
・⼤⼈の宇宙サイエンス教室
・次年度引き継ぎ
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リモート度・リアルタイム度について

分科会 全体会
会場参加者

少 多
会場参加者

少 多

⾼

低

#
$
%
&
'
(
性

オンライン形式のイベントを企画する際に考
慮する点は、リアル会場にどれぐらいの参加
者を⼊れるのかということ（リモート度）と、
リアルタイム性をどれぐらい重視するのかとい
うことである。

令和３年度の傾向として、式典⾊が強い
全体会はライブ配信によりリアルタイム性を
重視するが、分科会はリアルタイム性よりも
オンデマンドでじっくりとコンテンツを⾒てもら
うことを重視していると⾔える。
なお、リアルタイム性を重視しているものに
ついても、中国ブロック・四国ブロックの全体
会以外はすべてオンデマンド配信を⾏って
いる。

今後、リアル開催の障壁がなくなった際に、
リアル開催のみとするのか、オンラインを併
⽤するのか、オンライン主体とするのかにつ
いて⼗分な検討が必要となる。

北海
道

オンデマンド配信にも対応

⼀定数の観客
あり

無観客



リアルタイム配信とオンデマンド配信について

リアルタイム配信
＜ライブ配信＞

＜リモート会議・ウェビナー形式＞
⽣放送を視聴してもらう

オンデマンド配信
＜後⽇配信＞

事前に作成した動画を配信サービスに
アップロードして視聴してもらう

メリット • 主催者側は、本番のみで完結する。
•参加者側は、「その時」に参加しないといけ
ないというイベント参加の動機づけが強い。
• みんなで⼀緒にイベントに参加している感
覚が⾼くなる。

• 主催者側は、動画を作り込めるメリットがあ
る。（テロップやBGM、特殊効果の追加
等）
•参加者側は、動画を⾃分の都合のいい時
に試聴することができる。

デメリット • ⽣放送のため、⼀発勝負になる。
• 動画を作り込むことができない。
•開催⽇時が特定されているので、都合が
悪い⼈は参加できない。

• いつでも⾒ることができることが逆に⾒ること
の動機づけを低下させることにもなる。
• みんなで⼀緒にイベントに参加している感
覚が薄くなる。

両⽅の特性を頭に⼊れて、どの形式で配信するのか、どう組み合わせるのが効果的かを検討する
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ツールの⽐較
Zoom YouTube Vimeo

リモート会議、ウェビナー 動画配信サービス 動画配信サービス
•参加者は⽣のコンテンツに触れる
ため参加している感覚が⾼い
• 無料アカウント︓時間（40分）
と参加者数（100⼈）の制限
あり（ミーティング）
• プロアカウント︓時間制限が拡
⼤、⼤規模ミーティングオプション
で100⼈超のイベントが開催可
能。配信サービスと連携すれば
広範囲にライブ配信も可能
•会議をレコーディングすることで、
録画データを後⽇配信することが
可能（配信サービスから）

• リアルタイム︓ライブ配信機能を
使⽤（無料で利⽤可能）
• オンデマンド︓動画アップロード機
能を使⽤
• 「限定公開」とすることで、URLを
知っている⼈しか視聴できなくで
きるが、パスワード設定はできな
いため、パスワードで制限したい
場合は、Webサイトに動画を埋
め込んで、Webサイトのページに
パスワードを設定するなどの⼯夫
が必要
• 広告が表⽰される

• ライブ配信を⾏うには有料の
Vimeo Premiumプランが必要
• 動画配信のプラットフォームとして、
YouTubeに⽐べて認知度は低
いが、広告が⼊らない、パスワー
ド設定が可能等のメリットがある
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ZoomミーティングとZoomウェビナーの違い
（東北ブロックの例）

Zoomミーティング Zoomウェビナー
•会議であるため、ホストは存在するものの、基本
的には参加者は同列の位置付けで、お互いに
資料を共有したり、意⾒を発したりする
• オプションにより最⼤1,000⼈まで参加可能

• セミナーを表現しているので、登壇者（ホスト、
講師（パネリスト））と参加者で役割が明確に
分けられ、画⾯への登場、資料の共有や発⾔
は登壇者のみ
• Zoomの有料アカウントが必要
• 最⼤10,000⼈の参加可能

19

全体会でも出
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がリモート出演
で

開催できる
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⾃主運営か外部への委託か

分科会 全体会

コンテンツ
作成

リアルタイ
ム配信

オンデマン
ド配信

コンテンツ作
成＆リアルタ
イム配信

オンデマン
ド配信

⾃主運
営

外部委
託

今後、リアル開催の障壁がなくなった際に、リアル開
催のみとするのか、オンラインを併⽤するのか、オン
ライン主体とするのかについて⼗分な検討が必要と
なるが、検討に当たっては、オンライン活⽤の際に
必要となる経費についても考慮する必要がある。

<リアルタイム配信>
安定的なネットワーク環境の構築︓同時視聴数
を何⼈ぐらい⾒込むか
コンテンツの作成、配信︓⾃主運営か外部の専
⾨業者に依頼するのか

<オンデマンド配信>
コンテンツの作成︓⾃作か外部の専⾨業者に依
頼するのか
配信︓動画のアップロードやホームページ掲載につ
いて、⾃分たちで⾏うのか、外部の専⾨業者に依
頼するのか

北海
道

北海
道

リアルタイム配信は配信業務に、オンデマンド配信はホームページ作成業務に着⽬して分類した。



Zoomによる複数分科会の同時開催
（近畿ブロックの例）

⼤がかりな設備等は基本的に不要なため、⾃主運営で対応が可能 絵⾯はバーチ
ャル

背景で整え

イヤホンマイクやヘッドセットの使⽤によるハウリング対策をとれば、同じ会場で
複数ミーティングの同時開催も可能

21



動画の事前収録イメージ（関東ブロックの例）

この後、収録した動画の編集、テロップやBGM、特殊効果の追加等により動画を完成させる

本格的な会場
や機材での撮

影でも スマホでの撮影
でも

22



ライブ配信環境イメージ（近畿ブロックの例）

カメラの切り替えやテロップ等、基本的には専⾨業者による運営が不可避

23



ライブ配信の映像スタイルについて
舞台中継型か、番組放送型か

24

全体会のライブ配信を検討する際、映像のスタ
イルは⼤きく次の２つに分類できる。
1. イベントの模様を中継して放送する
2. スタジオから番組を放送する

会場に⼀定数の観客を⼊場させる場合は必然
的に１のスタイルとなるが、遠景の固定映像で
は視聴者が退屈してしまいかねないので、カメラ
ワークの切り替えやテロップ等により変化をつける
必要がある。
会場に観客を⼊れずに、オンラインの視聴者の
みをターゲットとする場合は、番組を作るような
感覚でイベントを構築するのも選択肢となろう。

会場をスタジオに⾒⽴てて、地元
ケーブル局によりオンライン配信に
特化した映像コンテンツ作りに取り
組んだ東海北陸ブロック

会場に⼀定数の観客を⼊場
させ、式典を中継するスタイル
で配信した近畿ブロック
カメラ５台によるカメラワークの
切り替えのほか、実況担当ア
ナウンサーを配置するなど変化
や刺激作りにも取り組んだ



パブリックビューイングという参加形態
（中国ブロックの例）

オンラインコンテンツは時間や場所にとらわ
れない参加形態がメリットの⼀つであるが、
⼀⽅で、1⼈で視聴するとイベントへの参
加の⼀体感が低くなる。

ライブ配信は時間が特定される制約はあ
るが、例えばどこかに拠点を設けて、⼤勢
で⼀緒に視聴するなど、拠点でのイベント
を設定すれば、本体イベントへの⼀体感が
醸成されるとともに、拠点でのリアルなミニイ
ベント的な開催が可能となる。

25



視聴するだけではなくリモートで「参加体験」
するという形態（近畿ブロックの例）

パブリック「ビューイング」にとどまらず、各拠点からグループワークに参加す
ることで、場所にとらわれないイベント開催が可能。拠点に集まれないグ
ループは、Zoomのブレイクアウトルーム機能でグループの個室を⽤意す
ることで参加可能。（事例はZoomとLINEによる謎解きイベント）
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菊川 哲平
（北海道ブロック）

北海道

岩舘 智⼦
（東北ブロック）
岩⼿県

⽐嘉 ⾥奈
（関東ブロック）
埼⽟県

後藤 豊郎
（東海北陸ブロック）

岐⾩県

宮本 隆司
（近畿ブロック）
⼤阪市

原 完次
（中国ブロック）
島根県

仲村 貴介
（四国ブロック）
⾼知県

主
催
協
議
会
会
⻑

'
(
)
*
座
談
会

要約
版

変
更
#
決
定
︑
東
北
)

１
+
⽉
-
切
/
0
1
2
︕

菊
川

北
海
道
ブ
ロ
(
ク
の
研

究
大
会
は
0
中
止
と
い
う
判
断

を
9
約
３
<
月
半
前
の
@
6
月

23
日
に
し
て
各
地
区
へ
連
絡
し

ま
し
た
M
た
だ
0
昨
年
度
の
大

会
も
中
止
と
な
T
て
ま
し
た
の

で
0
流
石
に
２
年
連
続
中
止
と

い
う
の
は
次
の
大
会
に
向
け
て

は
厳
し
い
だ
ろ
う
と
い
う
話
も

あ
り
ま
し
て
0
何
か
皆
さ
ん
に

残
せ
る
も
の
は
な
い
か
と
今
ま

で
積
み
上
げ
て
き
た
も
の
を
無

駄
に
し
な
い
よ
う
に
と
い
う
こ

と
で
t
教
育
講
演
会
y
と
t
北

海
道
の
特
色
あ
る
実
践
事
例
発

表
y
と
い
う
２
つ
の
事
業
で
進

め
る
こ
と
に
し
ま
し
た
M

岩
舘

2
月
に
9
０
０
人
0
１

日
開
催
9
当
初
の
半
数
規
模
@

に
変
更
し
て
計
画
を
立
て
て
ま

し
た
が
0
9
本
番
の
9
月
4
日

の
１
<
月
前
を
切
T
た
@
8
月

10
日
に
無
観
客
で
行
お
う
と
い

う
こ
と
に
な
り
0
8
月
12
日
の

岩
手
県
独
自
の
緊
急
事
態
宣
言

を
受
け
て
完
全
オ
ン
ラ
イ
ン
に

切
り
替
え
ま
し
た
M

比
嘉

か
な
り
近
々
に
な
る
ま

で
通
常
の
リ
ア
ル
開
催
を
目
指

し
て
準
備
し
て
き
ま
し
た
が
0

9
も
と
も
と
予
定
は
し
て
い
た

も
の
な
の
で
@
ハ
イ
ブ
リ
(
ド

の
開
催
に
変
更
し
ま
す
と
い
う

こ
と
で
２
<
月
前
に
一
気
に
変

更
を
か
け
ま
し
た
M

後
藤

半
数
の
リ
ア
ル
開
催
を

目
指
し
ま
し
た
が
完
全
オ
ン
ラ

イ
ン
化
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
M

実
は
コ
ロ
ナ
禍
に
関
係
な
く
１

年
前
か
ら
全
体
会
の
講
演
会
を

ス
ト
リ
Ò
ミ
ン
グ
配
信
す
る
計

画
に
し
て
い
ま
し
た
M

宮
本

２
<
月
前
に
オ
ン
ラ
イ

ン
主
体
に
変
更
し
ま
し
た
が
0

紙
ベ
Ò
ス
で
参
加
者
を
集
約
す

る
の
は
難
し
い
だ
ろ
う
と
い
う

こ
と
で
0
イ
ベ
ン
ト
用
の
ウ
â

ブ
ツ
Ò
ル
を
使
T
て
申
込
サ
イ

ト
を
作
り
ま
し
た
M

原

9
月
の
段
階
で
最
終
決
定

し
よ
う
と
い
う
ふ
う
な
形
を
取

り
ま
し
た
M
１
５
０
０
人
の
会

場
を
借
り
て
た
ん
で
す
け
ど
も
0

結
局
キ
ù
ン
セ
ル
料
を
払
う
ん

だ
T
た
ら
そ
の
ま
ま
使
T
た
ほ

う
が
い
い
ん
じ
!
な
い
か
と
0

準
備
し
て
き
た
こ
と
が
途
中
で

や
り
直
し
に
な
T
て
し
ま
う
の

で
0
大
き
な
会
場
で
し
た
が
そ

の
ま
ま
使
お
う
と
6
月
の
段
階

で
決
定
し
ま
し
た
M

仲
村

お
そ
ら
く
リ
ア
ル
だ
け

で
は
無
理
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と

で
0
最
初
か
ら
配
信
も
含
め
た

開
催
方
法
に
す
る
と
企
画
し
て

い
ま
し
た
M
最
初
は
高
知
県
以

外
は
サ
テ
ラ
イ
ト
会
場
を
設
け

る
予
定
で
し
た
M

役
員
#
Ｉ
Ｃ
Ｔ
9
:
;
#

必
要
性
)

岩
舘

大
阪
市
さ
ん
の
方
で
ホ

ス
ト
の
と
こ
ろ
0
う
ち
は
４
つ

の
分
科
会
の
う
ち
３
つ
を
他
県

さ
ん
で
M
ホ
ス
ト
を
１
つ
で

や
T
た
と
い
う
の
は
ど
う
い
う

ふ
う
に
？

宮
本

何
か
あ
T
て
も
す
ぐ
に

対
応
で
き
る
よ
う
に
と
１
箇
所

で
や
ろ
う
と
M
た
だ
0
う
ち
の

役
員
も
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
の
ホ
ス
ト
経

験
が
あ
る
人
が
そ
ん
な
に
い
な

く
て
勉
強
会
を
や
T
た
の
と
0

そ
う
い
う
の
に
長
け
て
い
る
人

を
サ
ブ
で
つ
け
ま
し
た
M

岩
舘

そ
こ
が
う
ち
も
難
し

か
T
た
で
す
M
映
像
会
社
さ
ん

は
映
像
に
関
し
て
は
プ
ロ
な
ん

で
す
が
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
は
別
だ
と
M

課
題
で
す
ね
M

?
@
A
B
@
)
参
加
者
#

視
点
H
#
I
@
J
@
K
作
M

N
必
要

後
藤

ご
覧
い
た
だ
く
方
に
ど

う
し
た
ら
最
適
化
で
き
る
か
と

い
う
こ
と
で
0
番
組
仕
立
て
に

し
て
0
式
典
は
壇
上
席
を
設
け

ず
0
登
壇
の
出
入
り
も
な
く
カ

メ
ラ
ワ
Ò
ク
の
み
で
対
応
M
ま

た
0
ユ
ニ
バ
Ò
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

を
取
り
入
れ
た
の
で
0
手
話
で

は
な
く
字
幕
を
利
用
し
ま
し
た
M

そ
の
た
め
文
字
原
稿
を
一
字
一

句
間
違
え
な
い
よ
う
に
タ
ブ

レ
(
ト
を
プ
ロ
ン
プ
タ
Ò
が
わ

り
に
カ
メ
ラ
の
横
で
流
し
な
が

ら
そ
れ
を
読
ん
で
い
た
だ
い
て

い
ま
す
M
9
全
体
会
@

※ ポイントを要約し、再構成しているため、話の順も実際とは異なる。
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タブレットをプロンプターにして原稿を表⽰（東海北陸）空席の観客席にダンボール観客を置いて賑やかし（四国）

※ ポイントを要約し、再構成しているため、話の順も実際とは異なる。

ここに掲載した以外にも
参考になる話がたくさんあ
るため、座談会を編集し
た動画コンテンツを作成し
ています。
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関東 茨城県 畠⼭佳樹

埼⽟⼤会は、コロナの感染拡⼤で状況が刻々と変化される中、さまざまな⼯夫をされていて、素晴らしいと感じた。コロナを機にデジタル化が進んだの
は結果としてよかったので、今後はリアルなつながりが薄れてしまった分をデジタルで別の付加価値を出していくことが⼤切に思う。茨城ではこの部分は
弱いので他県の素晴らしい取り組みを参考にさせていただき、改善していきたい。
その意味で、⼤阪市⼤会の分科会（謎解き）動画を拝⾒したが、素晴らしいの⼀⾔だった。⼦どもたちのため、という⽬的のために、従来の⼿段に
こだわらず「何ができるか」を探求する姿勢は少しでも真似したいと思った。

関東 千葉県 濱詰⼤介
コロナ禍で昨年に続いてオンライン主体の研究⼤会とはなりましたが、各協議会で⼀部の⽅の現地参加もあり、今後のハイブリッド⽅式の研究⼤会
の参考になったと思います。ぎりぎりまで通常開催を⽬指していたとのことで、⽇程等の変更など⼤変な作業だったとは思いますが、内容も今できる最
善の⽅式だったと思います。今後コロナが落ち着いてきても、参加しやすい研究⼤会のひとつの指針が⽰せたのではないかと感じました。2年後には千
葉県で関東ブロックの研究⼤会を開催することから、⾮常に参考になったいい⼤会でした。

関東 ⻑野県 熊⾕弘
コロナ禍でのブロック⼤会開催では、リアル開催とオンライン開催の⼆本⽴ての事業計画を⽤意する必要があります。本年度においてはリアル開催の
みで組み⽴てられてきたので、ハイブリッド開催への切替などに少し⼿間取ったように感じます。⽇Pの⼤会でもそうですが主管される地域の会員の皆
さんにはご苦労をかける訳ですが、沢⼭の会員が集い学びあえる主管ならではのメリットが強調される⼤会が開催できて⾏ければ良いと思います…
これからのアフターコロナでの⼤会も⾒据え、全てをコロナ前に戻すのではなく、ハイブリッド型での開催など進化が求られていると考えます

関東 横浜市 秋好直樹
オンラインの活⽤については、参加範囲を拡げるという観点では、今後も有効に活⽤すべきと考える。
⼀⽅で、集合形式の良さをあらためて感じる結果にもなっている。
学び合い、つまり同じ課題を同じ時間に取り組むことにより、仲間から学ぶ、あるいは、共通⾔語を得るということにつながり、これからも必要。
オンラインか集合かの⼆者択⼀ではなく、うまく使い分けしたり併⽤したりすることだと考えます。

東海北陸 三重県 ⼭⽻賢多郎 オンラインでの開催となりましたが今後の⼤会運営の在り⽅など考える良い⼤会だったと思います。県内においても、今まで選ばれた⽅しか参加できな
かった⼤会ばかりで、今回全ての会員が参加できることでき、今後もこのような形で参加したいとの声がおおかったです。

近畿 京都市 ⼤森勢津 ⽇Pからの後援助成⾦の基準に関して、従前の開催⽅法のみを想定しているものなので、今回の各ブロックでの多様な開催⽅法にも適⽤できるよう、
速やかに変更していただけると、より⾃由に⼯夫を施せるようになり、時代にあった有意義な⼤会にできるのではないかと思います。

中国 ⼭⼝県 松永英治
⼭⼝県では、リモート配信については、個⼈で視聴できるとともに、県Pにてリモート会場を設けました。その県会場では、先輩の表彰式では拍⼿が
あったり、講演では感動を分かち合えたりで、⼤会会場に⾏けない中でも、リモートの配信を通じて仲間と時間を共有できる有意義な時間だったと報
告がありました。 アーカイブ配信は講演の著作権などで⾏えず、今後の他の企画運営をする場合の学びになりました。

四国 ⾹川県 吉⽥誉範 四国ブロック⼤会は当初予定していた、サテライト⽅式での⼤会から完全リモートに変更して⾏われたが、とてもわかり易くて楽しい内容でした。配信
トラブル等もなかったようです。

九州 宮崎市 岡本吉弘 宮崎市PTAにつきましては２⽉開催ですので、まだ感想はありませんが、⼤会はオンライン開催となります


